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第 2図グ1)ッド

遺跡の概観

末戸松本集落の北側に而した標 i'Flj33~34m の舌状台地上の同端に位置してし、る。検出された遺構

は、純文111]:代中JlJJの住)11;.跡 1ijFF、ゴ:1)j_;4基、日'5F生時代中期の住居跡 2軒、土i広3基等である。

純文1I:'j代中}ザ!の遺跡は束ブj450mに尚ノ沢 B遺跡、北東約750mVこ野畑遺跡がある。

遺構と遺物

1号住居跡(第 3悶)

調手t:1メ:の北側に位置する。

フヲンは長ilirlJ3.95m、短ilItl13.65mの椅円形を主主し、確認問カ￥らf木町までの深さは44cmで、壁は北

東側をI徐き、ややゆるやカ、に立ち上がる。ヒットはL、ずれも比較的浅く、柱穴ははっきりしなL、o

rJiは市東部じ位民し、防円形の掘り込みと ~Lr.iiJrI1設i'fljが検出された。また掘り込み内には']J't土が検

出された。 q~はほぼ平坦である。
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出土遺物

土器(第12区11 、第15 1X115~26)

15 ・ 16は沈線と磨り出し手法;ーを)刊し、て文係諸;を展開する土 35である。 17~目、 21~24は沈線およ

ひ京iJ突文によって文様帯を展開させている。 1はJ也文がRL市節斜計日文(縦位[[[1転)である口

石器(第四図 1 ・ 2) 

1 は無茎の干 i鍛で、 iÎ質は頁告である。 2 は ì~1j加で側縁日Ij に連続(f'Jな調整を施す。頁芋;-。

土製品(第15図27~34)

再利用 L製'[1[[' (円幣~I丈土製，[，，[，)である。

2号住居跡(第 4凶)
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調査反の西端に位置する。

プランは長ililli4.15m短刺13.35mの楕円形を呈する。確認、而カ hら床江riまでの深さは24cmで、壁はゆ

るやかな立ち上がりを示す。ピットはし、ずれも浅く 1~]:穴ははっきりしな L 、。床i珂は東側にゆるやか

に傾斜する。

出土遺物

土器(毎ê;15図35~38)

35、36は外面に四条一組の沈線を施文し、文様帯を展開する。また内面には二条の沈線が施され

てし、る。 37は仁I縁部を形成している。

石器(第四国 3) 

3は環状石斧である。タト径15.7cm、厚さ 1.2cm、中央孔佳2.4cmを計る。中央子し付近には木柄 (1辛)

の装着材ーとして使用されたと考えられる付着物が認められる。

3号住居跡(第 5図)

調査j又の西端 2号住居跡の南東部に位置する。長fjfllJ1l.6m、短ljiliJ10.7mの南北にやや長い円形を

呈 L 、床面]積は94.5ばである。壌は高さ 10~15cmを計 1) 、ほぼ市~Itl{に立ち上がる。 南東側を除き、

I幅1O~40cm、深さ1O~45cmの同時が 3 条確認!された。住居跡中央部に不整楕円形を呈する炉が検

出された。この炉には焼土、炭化物等が褐色土に混入して堆積してし、る。炉内および周辺にこぶ

し大の大きさの{擦が確認されたが熱を受けーた痕跡はなし、。炉内からは土器片が出土している。主柱

穴は深さ45cm以上のもので炉に近し、 4本と考えられる。床面は全体として平坦である口この住居跡

の南東部から 2号土拡さらに南側カミら 3号土拡が検出された。 2号::-I:-_i).L;は、 3号住民跡精査中に

二i一二拡の?安土上を同時が走ること、さらに周溝覆土内には炭化物が含まれておらず、土曜i覆土には炭

化物が含まれることなどから、この住fzf跡よりも古いと考えられる。一方 3号 1:::l7.L;は南側の向精を

切ることにより、主Irしし、ものと考えられる。

出土遺物

土器(第12図 2~5 、第161豆139~46)

2 は覆土、 3 は床面、 4~5 は炉内、他は琵二1':.7'7、らの出 1::. である。 2 は高士不形土問で口径25cm

で脚部は欠損して L 、る。平坦 I1 縁で肩点I~で強く内向して L 、る。 7百庁1Iから体 (flj .~下半にかけては LR 単

節斜縄文(縦位i刀 l転)を施文後、 -;-'f[j を残しきれ L 、に磨き、変形 l~字文を施してし、る口一方内面に

は 1条の沈線が施されている。 3は鉢形土器てイ本(f[j全体に RLI'f:主節斜縄文(縦位[11]転)を施文後、

D縁部に 4条の沈線を施してL、る。内而に l条の沈線が施されている。 4は頭、tf[;に 2条の沈線が施

されている。 5は休部下半が防方r(:iJのミブiキによって整形している。 いずれも撃と考えられる。 39・

40は変形字文の施された高印形土器、 45・46は RL単節斜純文(縦{立方向)を施文してし、る鉢形

土保。 42 1:1: 口縁部が「く」の字状を呈ーする ~frr_(形 .t 問、 43 ・ 44は口縁部がゆるやかな「く」の字を呈

する護形土器と考えられる。
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右舗 {君臨18随 4-13) 

4-6は有室内石鍍で、いずれも武戦である<> 1 . 8は愉先状右冊、 91ま摘額有匙で、つまみの

部分にはタールが付着している.叩は桁鋤.12はへラ状お訟て，，，->る。 11・13は晦軍基お芹で13は昌平

P1;刃嶋恒石斧で、 桝部官民似してt る.断蘭貯の特徴は、刃部がノ S帰宅r録する 4ニとである。

土壇一覧賓

土岐番号

..， 
_̂ 
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第 1層 H奇褐色土(炭化物混入)

第 2層 赤n音褐色土

第 31長 H音声T補自土

第 41習 赤茶褐色土

第 5 層 nj'f1í~掲@土
第 6層 黄 褐色土

第 7層赤茶褐色!:

第8層 11音褐ち土

第 9層 黒H音褐色土(炭化物混入)

第101晋 i清掃を1二!こ
第11層 黄褐 色土

第121，容褐色土
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竪穴紋潰揖 {第9悶1

調査t王町ほぽ中央部に

位債する.

プランは長軸2.3加、

飯軸2.1601の情円形な塁

A 

L、確認語から氏悩まで ー

ト13sの襟 さは7-15<m吉社る.略ご"'j)

!'!は底部ょっやぞゆるや

カに立ち上がる.積上は

憾色糸町土で若干の炭化

物を合んで3量的Lてしる.

ζ の痩土よりも上勝から

多数の様、 土銭円、きた

布陣等が出土している.

ピザトは舛帽品数 偶確認

された.

出土遺輔

土器 〈第13園、自信1711i1

63-67) 

A 

事 I層暗褐色土 一 一一
{炭化鈴濯人} て ¥ 2~寸

il!2晴 晴鵠色士 、ーーー一一ーーτ

事3暗暗灰補色土
(炭化物混入}食

事4層 貧舗色土 -

ヒ~

， 
A 

- ~.~m 

B' 

- ~.耳h

飴 ・6-1は広口寮口総書草 第 9凶竪穴杖iA繍 t 1 m 
s 

で、しずれも渡状口縁をfLL、鎖剖lには髄毛目が残っている.地文11<・ずれもRL l11u1i叙録文 4綾

低凶伝、てある065-671三平行詰:線を主体主 Lて文織を展開する鉢形士宮Eてある.大型的安に位、

愉位および縦位の3条町誼L鰻によ 今て、文館構1.>'4分制さhて

Lι. なおtt線開および体部町一吊~t-ニは、へ "/fJ ヲヵ:後.，hて

も、る.

石器 第1811i114・1:;、第四悶21. 22) 

14 . 15はおZ賞。 15は有芸品宣車で品るa 亀ずれもj:(:t~'である.

21は〈ぽλ石、 22はむ怖で、計構1I直は現1f.Aでま王さ55曲、幅4.

55棚、厚d4.93師である.紙面形は桁円形を裂する.

土器程2量遺構 (第10図、第14悶10)

凋夜医師南西部、 4り土紘の北側で横幽された。

銀 。万は、 長軸1.28師、短軸1.18m丹東西に苧や長、.円形で

ローム稽を掻鉢Zたに約笥)a・鎗り下げている。 揺 り方的底都より
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2 cmJ二ブ了に、奇形 L..加を抑えて 1いる。 JJFJ 形士~:~は、 J J f歪 Híぅζ25cm 、 IJH/jMlえ大{王55cm、!氏f~13. 4cm、

出向59.2cmを計る。

文係帯は、頚/j:liおよび肩tfIi(体 ti:lj上半j に 3条の浅い沈純をj;N[位に施し、この7ff!]方を同じく 3条

の縦{立の沈線によって 5単位十こ!又i回してし、る。この1:;<rrrJil人jの対角を 2条の沈線によって X字状に分

割し、そのI)'Jrfljに*IU文を施してし、る。さらに I1JHifl;の外面に 2条、内[註iに 1条の比和jiを施している。

土器埋設遺構(第111辺、第141Z11l)

間査!メ:のほほ中央部、竪穴;1)¥5註梢の[Jej担Ijに位置する。

掘り方は、長ml1r39cm、短fllrl138cmのほぼ円形をJ54し、

担;鉢jたになってし、る。(Jt~さは21cmを計り、底部より 10

cmほど上方に、体部下半を打ち欠L、た土加が宇|位に説;

，>-

えられてし、る。 A 
，~ 

Aノ

30.30m 
二i二部は、 q'I.flirlr給条体による施文後に沈線によってjメ:

闘し、文様帯を展開させている。

遺構外出土遺物

j塁打f):外出 l二の士号誌を施文様カミら次のように分類した。

1群土器

1 類(第211~82~84)

f1Id立ないし波状に十Ej1JI純文が施される。 粘土加によ

る隆帯が押口i削文によって縁どられてし、るものもある。

2 類(第21図85~87)

ややタト反し、肥厚する深鉢形士号;Jで、 I1紋m;に幅広し、磨りげjしによる無文部があり、そこに刺突
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第11図土器埋設遺構

の行なわれるものもある。

3類(第2H主188)

沈和J~で文様干i?を 1)(pl'Î L、/I¥Jに刻 11を施文して L、るものでjろる 0

2群土器

1類(第21図89・90・92)

地文に純文が施されるもので、ある。

2 類(第21凶91 ・ 93 ・ 96~103)

浅い沈紘によって施文さ;flてしるもので、ある。 曲線的なもの、j1'(線(r~)なものの他に、京IJ突される

ものなどヵ ，iわる。

3類(第211玄194・95・104)

網 11:tk}撚糸文の施されるものである。 104のように、やや太い粘土紐を弧状に員rtj，)付けブょ後、京IJ

突を施しているものもある。
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8 

1 1号住居跡、

2 - 5 3号住居跡、

6 1号土土広

7 2号土地

8 11号土地

9 12号二i二土屋;

第12図

l 

必
切
v

。 10cm 
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3群土器

1 類(第21図105~ 107、第22図108~115)

頭部がくびれ「く J の字状を呈する広仁i霊て rl紋 ffljカミら頚itl)にカ什ーて無文帯のもので、 f二!唇1m
に純文がみられるもの、頭部に防位のfrlllJ毛 rIのλ られるものなどがある。

2 類(第20区175、第22図 116~127 ・ 134、第23図 135 ・ 137)
頚庁1) に 2~3 条の平行沈線の施される鉢形土問、護形土器である。沈線開に連続山形文の施され

るもの、波状 r-:J縁に沿って沈線が施されるものなどがある。

3 類(第20図72 ・ 76、第22図129~ 133、第23凶138~146)
変形 r字文が施文されてし、る、針、形ごL如、浅鉢形二L郎、 i~:;JI不形二i 二 iftである。し、ずれも器百iはきれ

し、に磨かれ七いる。146は;I':lH:j'elLi形文がti'Nカ，，ilてし、る。
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10 土器埋設遺構
11 土器埋設遺構
12 ピット 3
13 ピット 9

13 

。 10cm 



4類(第20図73・77・78)

2 なし、し 3 条の沈和jlが施されてし、る長形二L器で、沈和J~は 2 段以上めぐると考えられる。

15 

19 

22 

つ ζ二二コ し一一よ L -1 
31 32 33 34 

-IJ 37 
35 36 38 

15-34 1号住居跡

35-38 2号住居跡
。 10cm 

第15図 器土土出
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I号竪穴状遺構(S 407) 
ピット I
ピット 2
ピット 4
13号土拡

。 10 cm 

第17図遺構内出土土器

土製品(第23図150~155)

150~154は再利用土製1'11'1 (円盤状二i二i1eVII'I)0 155は土偶:l:kの土製JEllで‘ある。

石器(第241豆23~33、第251立135~43)

23~25はヘラ状石器で、いずれも頁岩である。 26~28は剥片の側縁に連続的な調整を施した ìlílJ器

状石器である。 29は磁器勾~I犬石器で、頁岩てある。 30~33は際製石斧。 35~39は磨石。 40、 41はくぼみ

石。 42・43は石体である。

籾庄痕土器(第20図73)

蓋形土器て¥体部に平行沈線が巡り、上回には同心円状に 2条と X状に 3条の沈線が施され、 2

{固 l対の焼成前穿孔が 2対認められる。探面内部に長佳6.3mm、短径3.4mmの丸味を帯ひナこ短粒米の

:拡[痕が観察された。籾痕は、土器製作の過程で料i土に混入した稲籾が、土器焼成後に炭化離脱した

ものと考えられる。
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まとめ

遺構について

本遺跡で検出された遺構は、概述の:Iffiり、住居跡 3軒、土1;[;13基、土器開設遺備 2 まである。住

居跡は出土土器から、縄文I侍代中Jt}j末葉(大本10式期)-1 ¥手住民跡、弥生時代中期前葉~末葉-2

. 3号住問跡、に{立i置づけられる。

3号住民跡には、 3条の周溝がめぐり、それぞれに切り合し、関係はj認められなかった。問符が 2

号土拡覆土上層面で、検出され、周溝の覆土各々に村"j5~rl. J r ;f~~ は認められないこと等から、この住!日J助;に

おける拡張、あるいは縮少のし、ずれかについては、はっきりしな L、口

県内における弥生時代の住日跡検出例は、本遺跡も含めて境在 2例しかなく、構築のあり方につ

いては詳述できないが、主柱穴の対角線上に炉が位置すること、主主主穴が 41聞であることなどに共

通した特徴がみられる。若美町横長根A遺跡では、 4(屈の主柱穴の対角線上に地床炉が位置し、問

辺にはi正案が検出されている。

本遺跡と関連して、台地下の地蔵!日詔池をはさんで、本遺跡とは対峠する台地上に地蔵LUB 遺跡

が位置し、 ITI舎213式併行ーの壷形土器が出土している。この遺跡は昭和60年に発掘調査の予定であi1) 

発掘調査の結果をふまえて、湯ノ沢A遺跡との関係を把握したし、と考えている。

土器について

遺構外出土の土器については、 1群から 3群に分頬したが、これらを遺構内出土の土器とともに

時期等について触れてみたい。

1群 1類は円筒上層 a式に比定されるものである。 2煩は大木10式に比定で、きるもので、 1日-{=t:

JEJ跡出土の土器がこれに該当する。

2 群 2 類は沈線で幾何学的な文様、曲線的な文様等を施すもので、後期の土i5~i に属する。

3 f洋は変形工字文が主体をなすもの、また沈線を主体とするものなど、弥生時代中山jに属する土

器である。

弥生式土器について

遺構内外出土の弥生式土器の器種、器形、文様などから、おおよそのu寺山jを求めてみたL、。

12悶 2 は 1~6j不形土器で、イ本 (H~に施文されている変形工字文は、谷起島式、また1[ 1 EIII屑式にλ ら

れる「流水文J1'1'-]な文様である。大洞Aぐ式や砂沢式にみられる「粘土粒貼付ムあるし、は交点における

「彫り込み」等の要素が欠如していることカミら、いわゆる「変形工'Y:丈C
Ut 1) 

葉に属するものであろう。

と考えられ、仁1=1J~日前

12図 3 は鉢形土 ft~~で、縄文施文後、外市i 口縁 t~:lj および内 fIri に沈線を施すもので、中則前葉の:(~起

lêh式にJr~するものと考えられる。

12図 9は鉢形{二器で、 ILI形突起を有し、休部には「流水文J IY]な変形工字文を施している。中間j

前葉にJI~するものと考えられる。
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13図14、14区110、16図51は 3条の沈線による文係休の構成を主とする壷形土訟で、沈線の他は

13凶14、14区110、16図51は、 3条の沈線による文様体のJ、持成を主とする壷形土;f;Jで、沈線の他は

無文のもの、 X字状に分割されるもの、また京IJ突文を有するものの 3~態に i足分される。この文様

帯を有する土器については、今後の調査研究による向型式の報告をまって時期について触れたいと

考えてし、る 0

20図72は鉢形土器で、半球iたにふくらんだ胴却の上部に変形工字文が施される。中期前葉に比定

される地蔵地式(IJIj~) に知似した鉢形土 6~}が出土してし、る。

20図75は鉢形士号告で、半球状にふくらんだ服部の上部に連続した山形文がみられる。中期中葉の

二枚橋~宇鉄H式期に属するものと考えられる。底部に網代痕がみられる。

20[ま176は111形突起をちする高j不形土訟で、粘土粒を有する変形工字文が施されている。中野j前葉

の砂tf~;:\JtJ]に出するものと考えられる。

21[現105~107 、 22図108~125は口!吾郎に縄文を残し、頚加が無文のものや、これをはさんで、上

下を数本の沈線で施文している。(頚tfliの無文帯には刷毛白文はみられない。)中則前葉に比定され

る飯森式期に属するものと考えられる。

以上、遺構内外出土の弥生式土器について概観してみた。本遺跡におけーる器種は、護・鉢形土器

・ I吉~:町二形土器・壷形土器・蓋形土器である。このように、器種・文様等から弥生時代中期前葉~中

葉に位置づけられる土器は県内ではまだまだ断片的にしか出土しておらず、また中期以降の土器に

ついても同様である。したがって、帝国年的位置づけ加もまだ不明確な点がある。今凶の調査で得られ

た資料や、今後の調査研究によって得られるであろう資料をもとに、東北北部の弥生時代について

明確化していく必要がある。

Uf~ 1 ) 伊東・須藤 r t~限f遺跡J 1982 

Ut 2 ) 須藤 「東北地方の初期弥生土保」考古学雑誌 1983 

ワーn
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遺跡全景(南→)

図版 1



1号住居跡(南→)

2号住居跡(西→)

図版2



3号住居跡(南→)

土器埋設遺構(北→)

同上(北→) 5号土拡(北→)



3号住居跡

土器埋設遺構

3号住居跡

土器埋設遺構

図版4 遺構内出土土器



竪穴状遺構

籾痕付着土器

図版 5 遺構外出土土器



図版 S 遺構内出土土器@土製品



図版 7 遺構内出土土器



図版 8 遺構内出土土器・土製品



国
語
∞

脳
議
主
任
ハ
庁
H

庁
部



図版10



図版11 遺構外出土土器



図版12 器石土出



図版13 遺構内出土石器



図版14 遺構外出土石器・石製品



図版15 遺構外出土石器
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遺跡の概観

末戸松本集落の北側に面した標高30m~32m の舌:1)\台地の西側に位置している。検出された逮捕

は縄文時代中期の住居跡 6i!Ff、同期Jの土11L¥1基、晩期の土i広41去等である。縄文時代中山jの遺跡は

東方650mvこ野畑遺跡、南西方向500mに湯ノ沢日遺跡があり、さらに市方250mVこ純文fl討に中JtJJおよ

び弥生時代中期の住屑跡を検出した湯ノ沢A遺跡がある。

1号住居跡(第 3図)

調査[弐西側で検出された。

フランは長刺15.7m、短車1115.1mの隅丸方形を呈し、確認面カミらの深さは50cmで、壁はほぼWI内:に

立ち上がる。覆土はII ì'H品色士、黄褐色土、褐色士、黄褐色;fr1j 質土の:L~fJl~lである。ピットは数個検出

され、炉の両側の柱穴を|徐き、他ははっきりしな L、。炉は土器埋設部、掘り込み、一段浅い掘り込

みカ冶らなる。土器埋設部は深鉢形土器の胴音[jをIE立して士里設し、周辺は火熱を受け-i}j;変してし、る。

掘り込みは側面が火熱を受けーている。一段浅い掘り込みにはヒットが認められる。床はほぼ平坦で

ある。

出土遺物

土器(第12[盟 1、第13図 5~ 7) 

1 は炉埋設土器、 5~7 は覆土出士聞である。撚糸文を施すもの、沈線[メ:闘の磨消帯を施すもので

ある。 1は口縁部がやや外傾する深鉢形土器である。

石器(第16図 1 ・ 2、第17図11・12)

1 は石鉱、 2 は揮官3・ ;1犬干~r 器、 11は磨石、 12はくぼみ石である。

2号住居跡(第 4図)

調査K南側で検出された。

フランは径約 3mの円形を呈し、確認国カミらの深さは13cmで、壁はゆるく立ち上がる。覆 Lは黒

色二士、 Ili¥褐色土、褐色土の堆積で、ある。ヒットは住間内外に検出され、 tUril人J4 {@Iと{=j:hí;~外のもの

がれ穴と考えられる。炉はま1 荘L{f[j と掘り込みからなる。石和1行[;は火用1 を受けり~~;変して L 、る。掘り込

みは 1{間の石とヒットが認められ、壁に接する。 /;f_:は平坦である。

出土遺物

土器(第13悶 8~10) 

10は灯i覆土、 8 ・ 9は覆土出土である。 いずれも LR単節斜縄文(縦位!ul転)が施され、 8は折

り jgLIごI~まである。

3号住居跡(第 5図)

調査[;;(北側で、検出された。

フランは長柄J12.5m、短Q11u2.2mの楕円形を呈し、同側の撹乱穴により壁が切られて L、る。確認r(ri

からの深さは10cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。百ゴ二は褐色士、黄褐色士、 Il(i'ffJ色 :LのJlt杭で.&:) 

A
斗
4



1.11"'1ウスr
;:Jd制輔 噌帽 f!J.fi削 拙 心

拘' 問Eι~ 'U，句・"
』、、ν 113.._.・ot・"‘ar.w 制. 剛è:~i't
tの UW.・膏・efli，.UU-ι3・"
ご.- ・・u‘...色・，.，，.，唱， .，・ ，俊・B網時"

"益刈 :: IU司~ ，，"(reJ院.土・網H
S!tI.止よそ:..l:i .9. ~U!民."健室険."

~ヲ， .ω・・・包a
竺 ')( tUl・‘・包目同.1<0"ゐ.，健n"ω
R~:"" 112・・a聞色村 0・崎柚/J
-1:r~1 -.Il・・.. 鳩町

ー巳議個、 "縄・0•. 
N¥!31 !醐同制臥

，-1'る'J .降舗網a・a‘'‘S
ア喝し♂... "す‘・ 2e.r:
》司r'-.:t. 1風俗僧・ulJ'Je.u健"

~.存さ1 " .ゅ・. "・l!.tRM
~I aa. "'.!UI"IH.lII.IJ 
z、 .WII ・a・・tUttt.:t".，fl!A.!
おP 開場帽ëtì~ii..i.i;

IIU・..・"."網則0..侭.・tJlA.I
.~ IUlr.・i
3・掲梱空色t・g・""10"

E
S
R
U
 

E
g
.
-
R
1
 

、
国

国 1

E
O守

e
a
b

-，，' 

。
⑤。

@ 

@ 

@ 

ロ

、曲、

4雪。

。

4・E

，，-

U' 

... ・・a・金臥句Uj世a・./J
・"婦 ・ 4・色叫/J
1111'" 11ぽ・eu(A.!
".. ・ 8嶋・e.UtA.I
1・n・a ・ 8・_，色1向.，'*A)
・1y僧 ."-jι"1""') 

・3柵.掴tH(~'l~ν".白"

1 m 

... 表・I!LtI<t.・貧"...・6・t¥t;<<:UiI:，l.1・3・.A'・@.i(O-I.1電<，

.・・・・&_HlU.縫.・0<<''$. 電・et織LUJtJ臨/J.“ 眠・邑ttt.t)<lI!A)

."瞬喝院・.ゑ嶋剣I!!-':'_.u
‘.舗展・a・~..t.~1t・./J

， 
ιJ 

0， 

A' 
現).∞m

A 

- 一 -一一二三一一一~=-_ 3..--一仁lJ..-r付
一政~慢性ム~ 1 __./ 2 ___;-ーコヨ).=ι-----t6?

プ "......_，_、~で一、-i__~ー -一ーーで宅一ーへ~--<'づシヲ7' 12 1/ア
iヲ¥日 ¥ー=---、 -11-ー-- 11 --""":ミァーー-;:;苧__ {i......_".. ~ー一一ーー伍/

書官3図 1号怯居跡



る。 ヒット l土aJ，IHJ'Jタトに1Yt

11¥さ11たが、十L穴は，;t/)き

りしなし、。 1)i ~主!-.出土'ILt迂，，';Ii

と抑 1)込λ ヵ、らなる。 上限

上司Lt支出1i ~主 r~~J本庁手 1: 日;;ぴjIJHi;:lj

を Ir立して土IlIil!.tし、Ir'rj，i立が

火~~~\を受け-A;変して L 、る。

引rm1) ，;とらみは土lil投 1-日;げlIJと!丘

1fri vニ長さ20cm干の哉ちが1Yt/1 ¥ 

れ た 。 こ の 際 はA;化して

おり、 {iMIみ で あ っ た と 考 @

えられる。 q;V土ほぼすサ1'-で

J竺 ーァ
ι)~o 

出土遺物

土器(第12区12、第131ZJ

11) 

2~ 主力 i士IH ，;史上官任、 11¥土111

LlI'，::Lである。¥.、ず;/Lも沈

キ~jU ベ:IITlj の f~iýr'j市を施すもの

で、Jちる。 2~工深針"lf~ :L:日;Jの

HHii:ljで、 j也文は RL ifl，節料

削文 (縦ilZ:1"1 !I\L~ ) で工島る。

4 号住岩跡(i}f~ 6 Lヌ1)

調子五|ベ北側で倹!甘された。

ブラン~;t~ilf，112. 8m、l:u>Ii，11

2.5m の村7円形を_ti.~ L、昨fit

Trr î カーらの r>t~ さ l 主 15cm で、 日主

はほぼTJr:p'(に立ち j二がる。
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第 4函 2 日1

出 1-，は初色士、 ~í'{N，j 色1-.、 II ì' í 出色 1 ，-のj:fí~杭である。ヒット Lt1主)， 1;' 内外に検出され、 ft村内壁際と住

}， l;' タトのものが村:穴と考えら，11.る。何 l は 1-，日ii j:in ， t町í:l; と円高ILií:l; ヵ、らなる。て1:器士号!設仰は底部を欠く鉢-Jf~

1-.出を lL一台:してJ:ril設し、};'，]辺は火?:!¥を受け-，)(;変してし、る。干i来日行1;は開設二L:出との!日]に 2(監!の fiを据

えて L 、る。 J~( ~土平:1:1l_である。

出土遺物
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3号住居跡第 5図

土器(第12図 3、第13国12・13)

3は炉埋設土器、他は覆ゴ:出土で、ある。沈線!メ:画iの磨m帯を施すもの、地文施文後に沈線を施す

3 は 1-=1 縁部がややタト傾する鉢形土器で、沈お:íHÁ:同i の磨消帯は J 宇~I大をなす。地文は R
ものである。

である。L単節利純文(縦位向転)

(第171翌日)石器

磨石である。

5号住居跡(第 7図)

調査!又西側で検出された。

プランは径約 3m の円形を呈し、確認而カ￥らの深さは24cmで、壁はほぼ子U~p1(に立ち上がる。記-f-_

ヒットは住HI;-跡内外じ検出され、 tU;I;-内 4

{回が主柱穴、住町外が:!z:1+穴と考えられる。炉は 2ヶ所認、められ、東側のj:Jiが市側の財 iを切って L、
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は II ì"i 褐色士、禍色士、黒色土、lIì\-褐色士:の耳f~杭である。



る。 rYj{Mの炉はご!こ号;J埋設/

と Ti主日行I~ ヵ為らなる。二[二 !~(i 土m

設立1;は深鉢形二i二訟をlE立し

て上里設しである。石組i'fl;は

底聞が火熱を受けている。

東側の炉は土器埋設部と掘

り込みからなり、土器開設部

は深鉢7í~土器を正立して埋

設し、周辺は火~~~\を受け持:

変し、東側に干[が 1{j[f;ut官、め

られた。指i() jるみは底市iが

火熱を受けーている。床はほ

ぼ平坦である。

出土遺物

土器(第13図14~18)

14はかi ClH側)、他は覆

士出土で‘ある。沈線i王両iの

磨出荷を施すもの、数本の

三F~{子枕:線を 5瓜状に施すもの

である 0

6号住居跡(第 8図)

~i可子五|メ:匹i官!日で十会出された。

主

③: 

引肘褐色f:(ロームiJt人)ち
第21:111(f補(:jl:(炭化物...t)il:iJt人)
!ii 3 1:1民主補色i
者llr.'i/11補色 1:(ロ|ム混入)
第Si;1l1;'i/l'i1品色!.(犠l:i記入)
者16T，1 11点補色!:(炭化物・焼 bU人)
第7肘 11;'，京総也f:(炭化物iJt人) 第14対抗的溺色 i
第8~'1ロームブロ y ク !ii15財政茶褐色!:

~s 

。

第9MbHiJ色1: 第161:1~\持j 色!: ，，， 

第10M!.I.¥也t口ーム浪人) 第]7);1 員総色!:(伐化物iJiAj18k1b¥給色1:
!ií ll肘 nh 旬df(~色 1-. !ii181:1/1'iffi色士
第W;'i'1.¥色上(iJ{化物・焼 l:iJt人) 第191:1i 主渋~色]-
!iiI:l肘淡!liIil色l

A 

。

。
A' 
30.10m 

。

B 
マロ己TJLG乙ム 7 斗斗4斗ヰr-30.10m 

第 6図 4
。 1 m 

フランは長ifiill4.7m、短[1[1113.5mの楕円形を呈し、北東部に張り出しをもっO 確認同カミらの深さは

25cmで、壁はほぼ市~ H
L

(に立ち上がる。~r1士は黒色士、 11 ì'7褐色九褐色士、黄褐色二L、 J}f，褐色土のヰh

加である。ヒットは数個検出され、主村:穴は 4{IT~I と考えられる。 1:J-=iはじ間二L吉日開設部、石組問;、掘

り込みヵ、らなる。千iDllこ[:出土可!設(;:1;は底i'i'ljを欠く深鉢形-1-.-_:~?t;~を正立して開設し、周辺は火烈を受けh赤

変してし、る。 Ti来日行1;は氏L、{WJ由iに干iを組み、民国東側の引の組んでいなし、i1Ij分は火熱を受けーている。

掘り込みは一段浅く埋まに長ごし、民間iから鉢形-::1:r.f.itJ正u土 Lた。 Dkは段がつき、北側が低い。

出土遺物

土器(第121立14 、第131文119~29、第141立130)

4 はか掘り込み民ffri 、 f自は~1'1 -::1: IJ¥ _.1:である。沈帝京I;<:OlJjの磨11']帯を施すもの、刻線を葉fJ眠状に施す

もの、中;下する隆起紘の両側に事!J突を施すもの、撚糸文を施すものである。 4は口縁日1;がすほむ鉢

形 1-_訟である。 沈絹U;<jílJj の陪~m;出:は地文より汗き出ている。 2 単位の文技術成で、r-l 縁部と胴中央
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W， I骨i1I(f災憾の上

土器埋設遺構(第11図)

調査i又の北側、 7-8トレンチで検出された。掘り方は径

42cm、移民さ27cmの円形を呈し、指鉢状に下tmが細くなる。底

面より約 2cmほど上方に底gl~を打ち欠L 、た土器が、北へやや

A 
傾く状態で据えられてし、る。この士~~ð:は口径37cm、現存高37

A 

• 
A' 

cmを計り、地文には羽状縄文を施してし、る。

出土土器

遺構内、遺構外のこと器について、群に大別し、類に和11別し

A' 
30.20m 

て述べてみた。

事 i 肘 ~!l渇色t(炭化物t巨人)
事2M町'M、lIJ色 Hローム村f浪人)
帯3肘 ω (ロームrHn
革4肘時悔色上(ロム杓 h巨人)
第5肘 J~湘色 1:
第日射向¥lIJ色 1:(粘門主 L)

第7M長潟色1:(粘性強)
第8M (lg血f:ifi人)
第日肘尚色 1:(粘持強)

1群土器

1類(第四図72・73・75)

日縁 i~l~文様帯に粘土利iーを RIll- り付け\その隆帯及ひ、文様帯に撚糸配痕を施すものである。口縁部が

第11図土器埋設 遺 構

やや外傾する深鉢形士:?tiiである。

2類 ( 第19・74)

*i仁i二示f!:を引i'J付けh その両側を撚来日:痕で調整するものである。文様は渦巻状をなし、日日形は鉢形

である c

3 類(第13凶 6 ・ 11 ・ 14 ・ 20~25 ・ 28 ・ 29、第14凶36、第19図80~84)
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沈線区画の磨消千台:を曲線的に施すものである。謄消却:がj也文部より汗き出し橋状把手の付くもの

京IJ穴を加飾するものもある。器形は深鉢形・鉢形である。

4 類(第四国87~89)

よる半隆起線を、 r~(線・格子 11 状に施すものである。日日形は鉢形である 0

5類 (第四図58・59、第19図70・71)

本群で上記以外のものを一括した。 58は 4il誌の大きな突起をもっ鉢形土加で、ある。文様は隆起線、
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半隆起線、京IJ突で構成され

る。 1珪起線は京IJ突を施し、

突起頂却を結ぶr-rr出jに屈が

付く。半j径j包括lは突起1頁(f[j

と突起中!日jの癌より平下す

るもので、途中に円形文を

施したり刺突を施す。 59は

4個の突起をもっ鉢形土器

である。頚市1;隆荷に刺突、

突起m庁1;より m下する隆子背

に撚糸!王痕を施す。突iJi!J頁

~~:I~ を j主主主するように、また、

頚tfl;r盗帯の上方に半隆起線

が施される。これらは地文

施文後に行ってし、る。 70は

小突起郊で、表裏面にr，[j土 5図

来日:を貼一り什け¥その間と口唇tfljには撚糸11:痕を施す。 71は口縁部隆起線rTlJ~こ、刻線によるくの字状、

弧状・曲線文を施すものである。

2 群土器(第訪問60、第19図的~95)

2~3 条 I 単位の刻線及び沈線を施すものである。文様は直線・曲線的に施され、出形は鉢形で

ある。

3群土器

1類(第18図62)

手fミ誌I~伏文、入品l文の施される(ì: JI 土訟で\ヵ、なり大形である。

2 類(第20['ヌ196~99)

刻 11文、平行沈線の施されるもので‘ある。浅鉢型・鉢形土誌などがある。

3 類(第20図100~107)

2~3 条の平行沈線を施すもので、|て!唇部に刻 IJ を施すもの、 2 個 1 対の小!突起をもつものがあ

る。浅鉢形・鉢形土23などがある。

4 類(第14 [5i:138~40、 45~50、第四図61 、 65~68、第20図108~126)

工字文の施されるものである。rJ}l~ tfljに 2{[rIi] 1対の小突起をもつもの、 f-I縁 ;'i:l;の沈線問に 2{!Ei] 1 

対のr，'j二Lf立をもつものがある。浅鉢型・鉢形・壷形土器などがある。

5 類(第14図旬、第四図63、第20図127~136)
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変形工字文の施されるものである。口居rmに突，!辺、または 2個 1対の小突1記、 r:1縁部に 2{UHll対

の粘土粒をもつものがある。浅鉢形@鉢形・台1，j-鉢形土"et{.まなどがある。

8 類(第211翠 137~145)

口唇 rmに制文を残し、日縁日I~に 2~3 条の平行沈線または磨かれて無文相二となるものである。 r 1 

唇百1;に突起をもつもの、亥IJみを施すものがある。;詐形は鉢形である。

4群土器

上記以外のもの。また地文のみのものを一括した0

1類(第15図町、第四図69)

57は LR.RL純文原体を使用した羽状純文てある。 I~l 径37cm を計る。 69は市_rl1111格条体1" 1転文で、

口縁部付近は弱くナデてし、る。

2 類(第13図16~問、 26)

一色--， 
〈二二三>1 

ζご〉
2 

。
3 

く=>4

ζこ三:::::>5

~7ι三ヨ く三二〉

1 ~ 2 1号住居跡

3 ~10 6号住居跡

。 10cm 

16図 器呂土出内
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刻線を施したもので、 16~18は数本を弧状に、 26は葉脈状に施す口

遺構外出土遺物

土製品(第21図146~153)

146~152は再利用土製，'il' l (円盤;IJ~土製!日)である。 153は土偶f]lgJ部である。

石器・石製品(第22~25図)

19・22は有茎石飯、 24は無茎ぞisi1振である。 25は有舌尖頭認で先端部が欠損している。 26・27は縦

型 fi匙、 28 ・ 29は横型石匙である。 30~39はヘラ状石器である。 40~43は損器である。 44~46は出IJ

器である。 47はお庖丁状の石器で、両同ヵ、らヂl'Fl三剥離を施して刃を作ってし、る。 48は打製石斧であ

る。 49~53は謄製石斧で、 49はいわゆる乳棒状石斧で、 Ij約百が楕円形をなし、頭部がキrn くなってい

る、 54は石皿、 55~60はくぼみ石、 61~73は磨石。 74は右鏡で両端を欠いて作り出している。 75は

湾出した自然石の一端に傑切りを施した石製品で‘ある。宕偶もしくは装飾lullで、あろうか。

その他の遺物(第25図76)

76は偏平な礁に刻線がみられる。一端が欠けている。
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第17図 遺構内出土土器
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第24図 遺構外出土石器
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まとめ

遺構について

本遺跡で検出されたj塁打在は既述の通久住居跡 6軒、 [:::)法 13基、土\{~~i:j:型投遺構 1主主である。 fl:J，Li

跡は、南面する舌状台地の北開側縁部に沿い市北に検出された。出 ::J二士rrH=から大木10式}切に{立段づ

けられるものである。 住村跡間に長複関係はなく、また炉上C[[íj~土問からも H:肘!日j相互の!均係は不明

である。

炉には次の 3形態がみられる。①土器上自立炉-1・3・4・5別主肘跡 ②石組炉 2別主fJf跡

③土器埋設複式炉-6号住居跡。 1・3・5号住居跡炉周辺に検出された患者は、火熱を受けーたものも

含まれており、石組の可能性をうかがわせる。

本遺跡検出の住居跡における主柱穴は、 1号住居跡を除き、 L、ずれもしっかりしたれ穴は倹出さ

れていな L、。しかし、壁外に柱穴を構築することが、本遺跡における住出跡の特徴としてとらえる

ことができる。

土器について

土誌は大きく 1群土器、 2群土器、 3群土器、 41洋土器に分類して報告した。

1群 1類は口縁部文様帯に隆帯および撚糸Hミ痕が施され、 111形口縁をもつことなどから円筒上層

a 式に比定されるものである。 2 類はキャリパー形を呈する土器で、口縁imの陸帯に沿って t~~糸 11ミ

痕を施すもので、大木 8a式に比定されるものである。 3類は大木10式に比定されるものである 0

4類は半隆起線文を用い、平行沈線状の線をあらわす土器群で、北陸地方の古申111新式に属するも

のと考えられ、中期後葉によと定されるものである。 5類は前期末葉~中期前葉の土誌である。

2群は十腰内工式に比定される土器群で、ある。

3群 1類は羊指状文を主体とするもので、大洞 BC式に比定される。 2類は大I同C 1式に比定さ

れる。 3類は大洞 C2式に比定される。 4・5類は二仁字文・入組文が主体をなし、大洞A式によヒ定

さJ1-る。

以上を整理すると次のようになる。

1群 1類 円 筒 上 層 a式

2類一大木 8a式

3類一中期末葉

4類一中期後葉(北陸系)

5類一前期末葉~中期前葉

2群一一一十腰内 I式

3群 1類一大洞 BC式

2類一大洞C1式

3類一大洞C2式
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4 ・5類一一7C1問A式
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